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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 19,397 12.0 417 75.4 722 49.7 489 54.3

2021年３月期 17,319 △28.7 237 △75.6 482 △53.7 317 △52.0

（注）包括利益 2022年３月期 644百万円（△22.3％） 2021年３月期 829百万円 （48.0％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 94.36 － 5.0 4.5 2.1

2021年３月期 61.16 － 3.5 3.0 1.4

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 16,264 10,226 61.4 1,925.93

2021年３月期 15,846 9,642 59.3 1,813.52

（参考）自己資本 2022年３月期 9,986百万円 2021年３月期 9,403百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 467 12 △145 5,813

2021年３月期 614 9 △164 5,306

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 11.00 11.00 57 18.0 0.6

2022年３月期 － 0.00 － 17.00 17.00 88 18.0 0.9

2023年３月期（予想） － 0.00 － 17.00 17.00 21.5

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、2022年３月期に係

る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（２）連結財政状態

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、2022年３月期に係

る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）2022年３月期の配当につきましては、本日（2022年５月16日）公表の「剰余金の配当に関するお知らせ」をご覧下さい。



（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 9,800 4.5 220 18.2 270 △22.0 170 △35.5 32.79

通期 20,900 7.7 580 39.1 680 △5.9 410 △16.2 79.07

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 6,158,000株 2021年３月期 6,158,000株
②  期末自己株式数 2022年３月期 972,717株 2021年３月期 972,686株
③  期中平均株式数 2022年３月期 5,185,287株 2021年３月期 5,185,314株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 15,051 14.2 268 50.4 559 42.1 386 43.9

2021年３月期 13,180 △29.3 178 △68.8 393 △43.8 268 △41.0

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 74.57 －

2021年３月期 51.82 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 12,970 7,921 61.1 1,527.71

2021年３月期 13,012 7,636 58.7 1,472.78

（参考）自己資本 2022年３月期 7,921百万円 2021年３月期 7,636百万円

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要

2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含ん

でおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関す
る事項は、添付資料の３ページをご参照下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の進展等により、経済活動の

正常化が進んだことで景気は回復基調にあるものの、世界的な半導体不足に加え、ウクライナ情勢の深刻化、原材

料価格・原油価格の高騰など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　わが国の工作機械業界は、当連結会計年度は、国内は需要が前年同期比73.7％増加、海外では需要が前年同期比

66.2％増加し、その結果国内外全体の受注額は68.7％増加し１兆6,675億円となりました。

　こうした環境下、工作機械を主力取扱商品とする当社グループの受注・売上につきましては、国内外全体で前年

同期比増加となりました。

　上記の結果、当連結会計年度の売上高は193億９千７百万円（前年同期比12.0％増）、営業利益は４億１千７百

万円（同75.4％増）、経常利益は７億２千２百万円（同49.7％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は４億８千

９百万円（同54.3％増）となりました。

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①　日本

　政府の景気浮揚策である補助金効果や自動化設備の需要増加、半導体装置製造業の需要増加を主因として工作機

械等の受注・売上が増加し、売上高は124億１千４百万円（前年同期比12.2％増）となり、営業利益は２億７千２

百万円（同54.3％増）となりました。

②　北米

　半導体や一部部品不足の影響で完全な回復には至っていないものの、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種

の進展による経済活動の正常化により、自動車メーカーを中心として設備投資及びMROの受注・売上が増加し、売

上高は31億４千５百万円（前年同期比29.2％増）となり、営業利益は６千９百万円（同173.4％増）となりまし

た。

③　欧州

　半導体や一部部品不足及び新型コロナウイルス感染症による工場の一時閉鎖の影響や当社グループの主力ユーザ

ーであった日系自動車メーカーの欧州からの撤退による影響分を補うまでの本格的な回復には至っていないもの

の、自動車メーカー向けMROの受注・売上が増加し、売上高は２億５千５百万円（前年同期比19.8％増）となりま

した。また、経営の合理化及び経費削減に努め、営業損失は２百万円（前年同期は１千５百万円の営業損失）とな

りました。

④　アジア

　中国及びベトナムでは新型コロナウイルス感染症による影響から回復基調にあり、前年度の売上高を大幅に上回

りました。一方で、持ち直しの動きは見られるものの、一部の東南アジアにおいて新型コロナウイルス感染症によ

る経済活動の停滞等の影響があり、その結果、アジア全体で自動車及び２輪車メーカー向けの設備投資及びMROの

受注・売上が減少し、売上高は35億８千１百万円（前年同期比0.7％減）となりました。また、収益性の改善に努

め、営業利益は７千２百万円（同38.3％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末における総資産は、現金及び預金が５億７百万円増加したことなどから前連結会計年度末に比

べ４億１千７百万円増加し、162億６千４百万円となりました。

　負債は、支払手形及び買掛金が５億６千８百万円減少したことなどから前連結会計年度末に比べ１億６千５百万

円減少し、60億３千７百万円となりました。

　純資産は、利益剰余金が４億２千９百万円増加したことなどから前連結会計年度末に比べ５億８千３百万円増加

し、102億２千６百万円となりました。
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2018年
３月期

2019年
３月期

2020年
３月期

2021年
３月期

2022年
３月期

自己資本比率（％） 51.2 50.9 53.4 59.3 61.4

時価ベースの

自己資本比率（％）
41.6 32.6 30.4 33.4 30.8

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（％）
60.7 87.1 1,561.7 51.6 50.7

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
123.8 92.4 5.8 102.3 147.2

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物は、前年同期比５億７百万円増加し、58億１千３百

万円となりました。当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益の計上７億２千４百万

円などにより４億６千７百万円の収入となりました（前年同期は６億１千４百万円の収入）。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の売却による収入２百万円などに

より１千２百万円の収入となりました（前年同期は９百万円の収入）。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払５千７百万円などにより１億４千

５百万円の支出となりました（前年同期は１億６千４百万円の支出）。

当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは、次のとおりであります。

１．自己資本比率：自己資本／総資産

２．時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

３．キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

４．インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

※　各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

※　株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

※　有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。

※　キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動によるキャ

ッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を使用しております。

（４）今後の見通し

当社グループを取り巻く事業環境は、景気は回復基調にあるものの、新型コロナウイルスの感染再拡大が繰り返

されており、その収束時期も見通せない状況であり、また、ロシアによるウクライナ侵攻により、国際情勢の混迷

度合いは増し、世界経済の減速が鮮明となるなど、依然として不透明な状況が続くものと予想しております。

このような環境の下、当社グループは、新たに定めた「フェアプレイで世界のものづくりに貢献する」という企

業理念の下、新しい経営方針を掲げるとともに、「技術に強い専門商社」を目指し顧客満足度を追求することで、

時代の変化に対応して変革を続け、継続的な企業価値の向上に繋げてまいります。

上記方針の下、当社グループは需要が旺盛な半導体業界や自動車のEV化に関連した業界等へのアプローチ強化を

継続、自動化・省人化・DX化を推進する商品及び環境に配慮した商品の開発及び営業等を推進してまいります。

　次期の通期の連結業績予想につきましては、売上高209億円、営業利益５億８千万円、経常利益６億８千万円、

親会社株主に帰属する当期純利益４億１千万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国際会計基準に基づく連結財務諸表を作成するための体制整備の負担等を考慮し、日本基準に

基づき連結財務諸表を作成しております。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,311,280 5,818,951

受取手形及び売掛金 3,910,501 3,379,245

電子記録債権 904,406 1,182,534

商品 582,284 731,875

前渡金 269,913 271,332

その他 240,370 316,784

流動資産合計 11,218,757 11,700,724

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 281,392 296,299

土地 699,768 699,768

その他（純額） 55,635 46,425

有形固定資産合計 1,036,796 1,042,492

無形固定資産

その他 76,416 60,925

無形固定資産合計 76,416 60,925

投資その他の資産

投資有価証券 2,389,263 2,341,478

投資土地 787,862 787,862

繰延税金資産 15,741 17,938

その他 335,434 326,589

貸倒引当金 △14,146 △13,970

投資その他の資産合計 3,514,155 3,459,898

固定資産合計 4,627,367 4,563,316

資産合計 15,846,124 16,264,041

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,768,687 2,200,186

電子記録債務 1,230,455 1,494,699

短期借入金 297,266 236,914

未払法人税等 13,173 156,870

前受金 264,880 305,323

賞与引当金 57,000 77,000

役員賞与引当金 32,000 51,000

その他 140,486 174,724

流動負債合計 4,803,948 4,696,718

固定負債

長期借入金 19,959 －

繰延税金負債 641,446 622,477

再評価に係る繰延税金負債 330,909 330,909

役員退職慰労引当金 317,764 296,232

退職給付に係る負債 22,367 23,935

その他 66,851 66,994

固定負債合計 1,399,298 1,340,549

負債合計 6,203,247 6,037,268

純資産の部

株主資本

資本金 397,500 397,500

資本剰余金 280,300 280,300

利益剰余金 7,537,776 7,967,358

自己株式 △453,373 △453,404

株主資本合計 7,762,203 8,191,754

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,296,763 1,254,594

土地再評価差額金 529,500 529,500

為替換算調整勘定 △184,796 10,657

その他の包括利益累計額合計 1,641,467 1,794,752

非支配株主持分 239,206 240,266

純資産合計 9,642,877 10,226,773

負債純資産合計 15,846,124 16,264,041

- 5 -

株式会社トミタ (8147) 2022年3月期 決算短信



(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 17,319,480 19,397,350

売上原価 14,610,995 16,238,273

売上総利益 2,708,484 3,159,076

販売費及び一般管理費 2,470,737 2,742,036

営業利益 237,746 417,040

営業外収益

受取利息及び配当金 33,433 32,901

仕入割引 13,023 13,327

受取賃貸料 85,801 91,745

為替差益 55,603 104,022

保険解約返戻金 － 29,933

助成金収入 71,466 67,560

その他 30,914 4,701

営業外収益合計 290,242 344,191

営業外費用

支払利息 6,041 3,217

不動産賃貸費用 33,020 30,697

売上割引 2,677 2,019

その他 3,747 2,799

営業外費用合計 45,487 38,732

経常利益 482,501 722,499

特別利益

固定資産売却益 4,859 2,217

特別利益合計 4,859 2,217

特別損失

固定資産除却損 50 79

特別損失合計 50 79

税金等調整前当期純利益 487,310 724,637

法人税、住民税及び事業税 132,092 231,380

法人税等調整額 24,242 1,521

法人税等合計 156,335 232,901

当期純利益 330,975 491,736

非支配株主に帰属する当期純利益 13,859 2,463

親会社株主に帰属する当期純利益 317,115 489,272

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益 330,975 491,736

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 616,547 △42,168

為替換算調整勘定 △117,945 195,145

その他の包括利益合計 498,602 152,976

包括利益 829,577 644,712

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 828,760 642,557

非支配株主に係る包括利益 817 2,155

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 397,500 280,300 7,339,922 △453,373 7,564,349

会計方針の変更による
累積的影響額

会計方針の変更を反映
した当期首残高

397,500 280,300 7,339,922 △453,373 7,564,349

当期変動額

剰余金の配当 △119,262 △119,262

親会社株主に帰属する
当期純利益

317,115 317,115

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 197,853 － 197,853

当期末残高 397,500 280,300 7,537,776 △453,373 7,762,203

その他の包括利益累計額

非支配株主持分
純資産
合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価

差額金
為替換算
調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 680,215 529,500 △79,893 1,129,823 239,423 8,933,596

会計方針の変更による
累積的影響額

－

会計方針の変更を反映
した当期首残高

680,215 529,500 △79,893 1,129,823 239,423 8,933,596

当期変動額

剰余金の配当 △119,262

親会社株主に帰属する
当期純利益

317,115

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

616,547 － △104,903 511,644 △216 511,427

当期変動額合計 616,547 － △104,903 511,644 △216 709,281

当期末残高 1,296,763 529,500 △184,796 1,641,467 239,206 9,642,877

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日至　2021年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 397,500 280,300 7,537,776 △453,373 7,762,203

会計方針の変更による
累積的影響額

△2,650 △2,650

会計方針の変更を反映
した当期首残高

397,500 280,300 7,535,125 △453,373 7,759,552

当期変動額

剰余金の配当 △57,038 △57,038

親会社株主に帰属する
当期純利益

489,272 489,272

自己株式の取得 △31 △31

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 432,233 △31 432,202

当期末残高 397,500 280,300 7,967,358 △453,404 8,191,754

その他の包括利益累計額

非支配株主持分
純資産
合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価

差額金
為替換算
調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 1,296,763 529,500 △184,796 1,641,467 239,206 9,642,877

会計方針の変更による
累積的影響額

△2,650

会計方針の変更を反映
した当期首残高

1,296,763 529,500 △184,796 1,641,467 239,206 9,640,226

当期変動額

剰余金の配当 △57,038

親会社株主に帰属する
当期純利益

489,272

自己株式の取得 △31

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△42,168 － 195,453 153,284 1,059 154,344

当期変動額合計 △42,168 － 195,453 153,284 1,059 586,546

当期末残高 1,254,594 529,500 10,657 1,794,752 240,266 10,226,773

当連結会計年度（自　2021年４月１日至　2022年３月31日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 487,310 724,637

減価償却費 58,818 60,167

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18,361 △25,108

賞与引当金の増減額（△は減少） △43,000 20,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △42,000 19,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △175

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,640 647

受取利息及び受取配当金 △33,433 △32,901

支払利息 6,041 3,217

為替差損益（△は益） △2,714 △21,838

固定資産除売却損益（△は益） △4,809 △2,138

売上債権の増減額（△は増加） 1,364,195 265,821

棚卸資産の増減額（△は増加） 14,430 △51,153

仕入債務の増減額（△は減少） △944,472 △367,642

前渡金の増減額（△は増加） 84,506 22,795

前受金の増減額（△は減少） △202,220 18,075

未収消費税等の増減額（△は増加） 118,113 △45,515

その他 △81,845 △48,024

小計 801,923 539,863

利息及び配当金の受取額 33,433 32,901

利息の支払額 △6,004 △3,173

法人税等の支払額 △215,103 △102,403

営業活動によるキャッシュ・フロー 614,248 467,188

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △18,768 △43,024

有形固定資産の売却による収入 6,053 2,359

投資有価証券の取得による支出 △15,258 △15,202

その他 37,750 68,847

投資活動によるキャッシュ・フロー 9,776 12,980

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,320 △37,602

長期借入れによる収入 3,343 －

長期借入金の返済による支出 △49,980 △49,980

自己株式の取得による支出 － △31

配当金の支払額 △119,262 △57,038

非支配株主への配当金の支払額 △1,034 △1,095

財務活動によるキャッシュ・フロー △164,613 △145,748

現金及び現金同等物に係る換算差額 △87,284 173,251

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 372,127 507,671

現金及び現金同等物の期首残高 4,934,153 5,306,280

現金及び現金同等物の期末残高 5,306,280 5,813,951

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)等

を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービ

スと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、従来は出荷基準を適用

していた商品の国内販売において、出荷時から当該商品の支配が顧客に移転される時までの期間が「収益認識に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）第98項に定める通常の期間を超過する

場合には、検収時に収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。また、収益認識会計基準第86項ま

た書き(1)に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約

変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当連結会計年度の期首の利益剰余金

に加減しております。

　この結果、当連結会計年度の売上高は43,825千円増加し、売上原価は40,005千円増加し、営業利益、経常利益及

び税金等調整前当期純利益はそれぞれ3,820千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は2,650千円減

少しております。

　なお、「収益認識会計基準」第89-３項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度に係る顧客との契約か

ら生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基

準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計

方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当該会計基準等の適用が連結財務諸表に与える影響

はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

連結
財務諸表
計上額
(注)２

日本 北米 欧州 アジア 合計

売上高

外部顧客への売上高 11,064,429 2,434,448 213,032 3,607,569 17,319,480 － 17,319,480

セグメント間の

内部売上高又は振替高
2,149,741 4,619 95,944 19,838 2,270,144 △2,270,144 －

計 13,214,171 2,439,068 308,977 3,627,407 19,589,624 △2,270,144 17,319,480

セグメント利益又は

損失（△）
176,699 25,553 △15,641 52,616 239,228 △1,481 237,746

セグメント資産 13,143,469 1,411,259 111,474 1,970,648 16,636,851 △790,726 15,846,124

その他の項目

減価償却費 34,815 9,892 2,817 11,293 58,818 － 58,818

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
5,652 5,945 2,264 11,942 25,804 － 25,804

（セグメント情報等）

１．報告セグメントの概要

　当社グループは、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が資源配分の意思決定及び業績評価をするため

に、定期的に検討を行う対象として販売を基礎とした所在地別のセグメントから構成される、「日本」、「北米」、

「欧州」、「アジア」の４つを報告セグメントとしております。

　各報告セグメントでは、主に機械・工具の販売を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日）

（注）１．調整額の内容は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額 △1,481千円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント資産の調整額 △790,726千円は、セグメント間の消去他であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

連結
財務諸表
計上額
(注)２

日本 北米 欧州 アジア 合計

売上高

外部顧客への売上高 12,414,729 3,145,814 255,125 3,581,680 19,397,350 － 19,397,350

セグメント間の

内部売上高又は振替高
2,669,238 7,602 71,759 13,844 2,762,445 △2,762,445 －

計 15,083,968 3,153,417 326,885 3,595,524 22,159,796 △2,762,445 19,397,350

セグメント利益又は

損失（△）
272,661 69,864 △2,025 72,772 413,273 3,767 417,040

セグメント資産 13,106,901 1,795,017 168,954 2,143,842 17,214,715 △950,674 16,264,041

その他の項目

減価償却費 33,711 12,780 1,530 12,144 60,167 － 60,167

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
16,589 12,792 － 16,879 46,262 － 46,262

当連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

（注）１．調整額の内容は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額 3,767千円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント資産の調整額 △950,674千円は、セグメント間の消去他であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

１株当たり純資産額 1,813円52銭 1,925円93銭

１株当たり当期純利益 61円16銭 94円36銭

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
至　2022年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益（千円) 317,115 489,272

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（千円）
317,115 489,272

期中平均株式数（株） 5,185,314 5,185,287

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,388,242 3,485,552

受取手形 443,684 366,895

電子記録債権 904,406 1,182,534

売掛金 3,165,871 2,775,251

商品 100,126 119,430

前渡金 45,080 72,942

関係会社短期貸付金 44,288 12,241

その他 161,066 251,219

流動資産合計 8,252,768 8,266,067

固定資産

有形固定資産

建物 273,417 277,610

構築物 781 400

工具、器具及び備品 13,335 10,286

土地 699,768 699,768

有形固定資産合計 987,303 988,066

無形固定資産

電話加入権 5,454 5,454

ソフトウエア 65,142 47,257

無形固定資産合計 70,596 52,711

投資その他の資産

投資有価証券 2,387,818 2,340,038

関係会社株式 197,952 197,952

関係会社出資金 66,950 66,950

破産更生債権等 14,101 13,926

投資建物等 32,029 30,006

投資土地 787,862 787,862

差入保証金 60,340 60,020

保険積立金 167,836 179,521

その他 1,356 1,356

貸倒引当金 △14,146 △13,970

投資その他の資産合計 3,702,101 3,663,663

固定資産合計 4,760,001 4,704,441

資産合計 13,012,769 12,970,508

４．個別財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 401,846 221,176

電子記録債務 1,230,455 1,494,699

買掛金 2,117,301 1,575,259

短期借入金 180,000 180,000

１年内返済予定の長期借入金 49,980 16,720

未払金 37,573 46,869

未払法人税等 9,901 137,490

前受金 28,033 47,372

賞与引当金 57,000 77,000

役員賞与引当金 32,000 51,000

その他 26,455 35,984

流動負債合計 4,170,546 3,883,571

固定負債

長期借入金 16,720 －

繰延税金負債 545,003 510,956

再評価に係る繰延税金負債 330,909 330,909

役員退職慰労引当金 250,995 261,348

預り保証金 56,604 56,604

その他 5,166 5,535

固定負債合計 1,205,398 1,165,353

負債合計 5,375,945 5,048,924

純資産の部

株主資本

資本金 397,500 397,500

資本剰余金

資本準備金 280,300 280,300

資本剰余金合計 280,300 280,300

利益剰余金

利益準備金 99,375 99,375

その他利益剰余金

別途積立金 950,000 950,000

繰越利益剰余金 4,536,758 4,863,718

利益剰余金合計 5,586,133 5,913,093

自己株式 △453,373 △453,404

株主資本合計 5,810,559 6,137,489

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,296,763 1,254,594

土地再評価差額金 529,500 529,500

評価・換算差額等合計 1,826,264 1,784,095

純資産合計 7,636,823 7,921,584

負債純資産合計 13,012,769 12,970,508
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当事業年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 13,180,916 15,051,221

売上原価 11,583,012 13,218,016

売上総利益 1,597,904 1,833,204

販売費及び一般管理費 1,419,335 1,564,692

営業利益 178,568 268,511

営業外収益

受取利息及び配当金 74,056 124,571

為替差益 40,819 85,932

受取賃貸料 88,201 94,145

その他 61,290 33,110

営業外収益合計 264,367 337,759

営業外費用

支払利息 3,424 1,788

不動産賃貸費用 43,013 42,842

その他 2,784 2,114

営業外費用合計 49,221 46,745

経常利益 393,714 559,525

税引前当期純利益 393,714 559,525

法人税、住民税及び事業税 105,464 184,939

法人税等調整額 19,555 △12,064

法人税等合計 125,020 172,875

当期純利益 268,694 386,650

（２）損益計算書
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計
別途積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 397,500 280,300 280,300 99,375 950,000 4,387,326 5,436,701

会計方針の変更による
累積的影響額

会計方針の変更を反映した
当期首残高

397,500 280,300 280,300 99,375 950,000 4,387,326 5,436,701

当期変動額

剰余金の配当 △119,262 △119,262

当期純利益 268,694 268,694

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － － － － 149,431 149,431

当期末残高 397,500 280,300 280,300 99,375 950,000 4,536,758 5,586,133

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計

自己株式
株主資本

合計

その他
有価証券

評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △453,373 5,661,128 680,215 529,500 1,209,716 6,870,844

会計方針の変更による
累積的影響額

－

会計方針の変更を反映した
当期首残高

△453,373 5,661,128 680,215 529,500 1,209,716 6,870,844

当期変動額

剰余金の配当 △119,262 △119,262

当期純利益 268,694 268,694

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

616,547 － 616,547 616,547

当期変動額合計 － 149,431 616,547 － 616,547 765,979

当期末残高 △453,373 5,810,559 1,296,763 529,500 1,826,264 7,636,823

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2020年４月１日至　2021年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計
別途積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 397,500 280,300 280,300 99,375 950,000 4,536,758 5,586,133

会計方針の変更による
累積的影響額

△2,650 △2,650

会計方針の変更を反映した
当期首残高

397,500 280,300 280,300 99,375 950,000 4,534,107 5,583,482

当期変動額

剰余金の配当 △57,038 △57,038

当期純利益 386,650 386,650

自己株式の取得

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － － － － 329,611 329,611

当期末残高 397,500 280,300 280,300 99,375 950,000 4,863,718 5,913,093

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計

自己株式
株主資本

合計

その他
有価証券

評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △453,373 5,810,559 1,296,763 529,500 1,826,264 7,636,823

会計方針の変更による
累積的影響額

△2,650 △2,650

会計方針の変更を反映した
当期首残高

△453,373 5,807,909 1,296,763 529,500 1,826,264 7,634,173

当期変動額

剰余金の配当 △57,038 △57,038

当期純利益 386,650 386,650

自己株式の取得 △31 △31 △31

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△42,168 △42,168 △42,168

当期変動額合計 △31 329,579 △42,168 － △42,168 287,411

当期末残高 △453,404 6,137,489 1,254,594 529,500 1,784,095 7,921,584

当事業年度（自　2021年４月１日至　2022年３月31日）
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